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この番組の良さ 番組活用のポイント

●  持続可能な世界を次の世代に残すには

　2019年にニューヨークで開かれた「温暖化対策
サミット」で、スウェーデンの活動家グレタ・トゥーン
ベリさん（16）がスピーチをしました。気候変動が緊
急事態にあると訴えるグレタさんは、毎週金曜日に
学校を休んでストライキを続け、大人たちに本気の
対策を要求しました。この活動は若者たちを動かし、
世界中に賛同の波が広がりました。番組を視聴す
ることで、「持続可能な世界」を次の世代に残して
いくための課題について考えることができます。
　
● 地球の現状と動き出した産業界

　科学者によると最新の研究では、2030年まで
で人類の未来が決まると指摘されています。IPCC
（気候変動に関する政府間パネル）の報告による
と、地球の平均気温は、早ければ10年後には後戻
りできなくなってしまうと言います。番組では、最
新科学が警告する温暖化の最前線の取材や変革
を求められる産業界の取組などが紹介されてお
り、温暖化をより身近な問題として感じ、自分たち
にできることが何なのかを考えることができます。

● 問題意識を醸成する

　地球温暖化の原因や私たちの生活への影響について、様々な
研究や議論が交わされています。そんな中、温暖化に関心をも
ち知識や技能を身に付け、日々の生活の中で行動に移そうとす
る子供たちの姿も見られるようになりました。しかし、地球規模
の変化に対してできることや何かをしたことで世の中が変化し
ているという実感は、あまりないのが現実かも知れません。
　グレタさんの訴えを機に世界中に広がった若者たちの動きや、
最新科学が突きつける新たな事実、産業界の取組などを知るだ
けに終わらせず、温暖化を自分事としてとらえ、自分たちにどの
ようなことができるのかを考えていくことで、問題意識を丁寧に
醸成しながら番組を活用していくことが大切です。

●  未来志向で考える

　人間の経済活動や便利な生活などを優先した結果、より温暖
化が進み、その進み方が緊急事態にあると言われているにも関
わらず、政治や産業界の動きは鈍いと言わざるを得ません。大人
たちに怒りを感じ、行動を起こす若者に共感することは大切です
が、現状を責め憂いてばかりでは、問題は解決しません。持続可
能な世界を形成するという立場から、自分たちに何ができるの
か、どのように生きていったらよいのか考えていくようにするとよ
いでしょう。そのためには、総合的な学習の時間を中心に、SDGs
について扱い、理科や社会などの学習と関連付けながらカリ
キュラム・マネジメントに取り組み、深い学びの実現を試みてみ
るとよいでしょう。
　番組から自分たちの未来に繋がる部分をクローズアップし、
科学者の最新研究や産業界、政府、国際機関などができること
を分類しながら整理し、具体的に個人ができることをディスカッ
ションしていく展開をおすすめします。

環境

  対象校種  　小学校高学年　中学校　高校
  対象教科  　総合　理科　社会

クローズアップ現代＋
16歳の少女が
世界に訴える温暖化
放送日：2019年9月26日　放送時間：30分

執筆者
沼津市教育委員会
指導主事 加納　真



児童生徒の思考と活動の流れ 教師の支援と評価

・温暖化を防ぐためにしていることがある
か聞く。

・自分がしていることが、地球が良くなるこ
とに繋がっているという実感があるか問
い、その実感がないことや何かできること
はないのだろうかという問題意識を醸成
に繋げる。

・グレタさんの活動や温暖化に関する最新
研究を扱った番組があることを紹介する。

・1人1台端末を活用し、共感したことや重
要だと思ったことを箇条書きでメモをし
ながら視聴するように伝える。

・1人1台端末を活用し、共同編集により、 
科学者の研究や産業界の動き、若者の行
動について共有し、類型化しながら意見
交換を行うことで、自分たちにできること
を議論していく。

・思考が番組内だけにとどまらないよう、
他教科での学びを想起するように呼びか
ける。

【思考・判断・表現】
・温暖化について自分事としてとらえ、未来
のためにできることを議論し考えること
ができたか。
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環境

コラム 『BS1スペシャル　“脱プラスチック”への挑戦～持続可能な地球をめざして～』

　プラスチックごみによる環境汚染が問題となり、世界中でレジ袋の禁止など脱プラスチックの動きが高まっています。太平洋ごみベルトでプラごみ
回収に挑むオランダの若者たち、循環型経済をめざすビジネスの最前線、独自のリサイクル技術を売り込む日本のベンチャーを取材し、気候変動の
危機に警鐘を鳴らすトーマス・フリードマン 、ヨハン・ロックストロームの話から、持続可能な未来を考えます。

持続可能な世界を
次の世代に残ためにできることは？

  対象校種  　中学校　　  対象教科  　総合

［授業時間 50分］　まるごと視聴

日々の生活が温暖化に繋がっているという実感はあまりない
個人が努力しても世の中はあまり変わらないのではないだろうか

グレタさんの活動をもっと知りたい
家族にも伝えよう

エコバッグを
使っている

アルミ缶や牛乳パックなど
をリサイクルしている

うちは車をEV
に乗り換えた

あまり
意識していない

温暖化に取り組む企業の製品やサービスを選ぶようにしたり、温暖
化対策を公約に掲げる政治家を応援したりする。温暖化から目を背
けず、できることを少しずつでもやっていくこと大切だ。

私たちが未来のためにできることは何だろうか？

番組まるごと視聴

・ 私より小さい子が参加
していた

・ 行動を起こさなければ
何も変わらない

・ ぼくも何かできるかも
知れない

・ 今後10年が人類の未来
を決めるのか

・ 東京ドーム25,000杯分
の氷が3日で融けたな
んて

・ 最近確かに自然災害
が多いと思う

・目標が低いと思う
・ 日本ももっとがんばっ
てほしい

・ RE100に取り組む企業
を応援したい

若者の行動について 産業界の動きについて最新の研究について

https://www.nhk.or.jp/archives/teachers-l/list/id2021021/
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